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■GSM（グリーンスローモビリティ）を用いた新たな移動手段の実証実験

少子高齢化が進む南花台を舞台に、今後地域内の移動が困難になる住民が増え

ることを見越し、新たな移動手段構築のための実証実験・南花台モビリティ「クル

クル」の運行をスタートさせました。車両は環境配慮（脱炭素化）のため、低速（最

大19km/h）の電動ゴルフカートを2台を使用しています。開放的な車両からまち

の景色を楽しみながら、南花台地域内をゆっくりと走行しています。

■住民主体の運営体制で地域内のつながりをつくる

運転手、添乗員、予約受付、広報など、クルクルの実証実験に関わる運営は南花台

住民（現在約50人）で行い、河内長野市役所や社会福祉協議会がそれをサポート

、それぞれの代表者が出る会議体で全体の方針を議論しています。関西大学は住

民アンケート（社会学部与謝野教授・林教授）を行い、実証実験の検証を実施した

り、咲っく南花台PJととの連携を図っています。

■来年度は自動運転の車両も運行予定

現在は手動運転により利用ニーズや走行コースの検討のためのデータ収集を行

っていますが、令和２年度には自動運転による運行も実施予定です。手動運転で

あることにより地域内のコミュニケーションの増進にも繋がっている一方で、担い

手が今後減少することも予測されていて、手動運転と自動運転の両方が地域内を

走行することになります。組織・運営体制、運行方法含め全国のニュータウンが抱

える移動の問題の解決策の一つになると大きな注目を集めています。

南花台地域を眺める。開発住宅団地周辺には緑豊かで雄大な山並みが広がる。

南花台モビリティ「クルクル」実証実験スタート！

コノテラ通信
コノテラ通信はコノミヤテラスの日々の出来事や地域の情報をお知らせする通信紙です。
その通信に見立て「恊働する学生のチカラ版」として活動をご紹介します。

恊働する学生のチカラ2019版

12/7出発式。住民の方・関係者・取材陣含め、本当に多くの方が参加されました。 車内の様子。公民館にも行きます！

利用の様子。地域の新しい移動手段に。

開放的なデザインの「クルクル」

まずはみんなで塗り方を勉強。

「のんびり」「健康長寿」「丘の上」といったイメージの亀がモチーフのロゴ

Nankadai Mobility 

のんびり、楽しく、いかへん？

クルクル
























